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験を行った。その結果 7人中 4人の被験者で 80%以上の正解判別率が得られ、刺激周波数の違い
を利用した多選択脳波インタフェースの可能性が示された。
今後は他の周波数と位相差の組み合わせや、周辺視野と組み合わせることで、さらなる選択肢
の増加が期待される。
